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ら
い
農
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協
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組
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通
常
総
代
会

玉ねぎの定植が始まる
　当ＪＡ管内では４月中旬、各作物
の定植作業が進む中、玉ねぎの定植
作業もスタートしました。
　今年度、約12.４㌶の作付けを予
定しているきたみらい玉葱振興会会
長の加藤英樹さんは22日から定植作
業を開始しました。２月の播種後、
順調に生育した極早生品種などの苗
が手際よく移植機に積み込まれ、次
々と圃場に植付けられていきました。
　加藤会長は「今年は植付け開始前にたびたび降雨に見
舞われ、作業開始が例年より数日遅れたが、２～３月に
ハウス内で育てた苗は順調に生育したので、これからの
生育にも期待したい。昨年のきたみらい玉ねぎの収量は
平均反収５.５㌧と全道平均を上回ることができたので、
今年も振興会一丸となって全国に高品質な玉ねぎを安定
的に供給できるよう努めたい」と意気込みを語りました。
　当ＪＡ管内の玉ねぎ作付面積は約4,600㌶、収穫量は
27.２万㌧を見込んでおり、定植は５月中旬頃まで続く
予定となっています。

▲移植機に苗を積み込む加藤会長
◀植付けられた玉ねぎ

外国人技能実習生、
                    今年度も農作業開始

　

す
っ
か
り
雪
が
解
け
春
の
訪
れ
を
感

じ
る
４
月
下
旬
、
当
Ｊ
Ａ
の
外
国
人
技

能
実
習
生
11
人
が
農
作
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

昨
年
同
様
、
春
に
は
玉
ね
ぎ
や
て
ん

菜
の
補
植
作
業
を
行
い
、
夏
に
は
サ
ラ

タ
マ
や
ペ
コ
ロ
ス
の
収
穫
作
業
な
ど
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。
日
本
語
も
上
達

し
、
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
図
り
な
が

ら
一
生
懸
命
作
業
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
24
日
は
訓
子
府
地
区
で
玉
ね
ぎ

の
補
植
作
業
、
25
日
に
は
端
野
地
区
で

馬
鈴
し
ょ
の
被
覆
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

天
気
は
良
い
も
の
の
、
ま
だ
風
が
冷
た

く
肌
寒
さ
を
感
じ
る
中
、
元
気
に
声
を

掛
け
合
っ
て
作
業
し
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

今
後
も
実
習
生
た
ち
は
組
合
員
圃
場

や
農
協
施
設
な
ど
様
々
な
場
所
で
作
業

し
、
技
術
習
得
や
語
学
力
向
上
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

▲玉ねぎの補植に励む外国人技能実習生
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特 集
事
業
報
告
並
び
に
事
業
計
画
含
め
提
出
議
案
７
件
承
認

第
22
回
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い　

通
常
総
代
会

▲北海道報徳善行賞を受賞した稲辺文男さん（訓子府）

▲議長を務めた森谷裕美さん（温根湯・左）と
　山内誠さん（北見・右）

▲議案を説明する髙橋常務

▲議案に挙手で賛成を表明する総代のみなさん

▲ＪＡ綱領を読み上げる様子

▲農林水産大臣賞を受賞した中村裕一さん（訓子府）

▲閉会挨拶を述べる齊藤専務▲東野ひでき氏による演説

▲開会挨拶を述べる大坪組合長

　

総
代
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
北
海
道
報

徳
社
よ
り
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
完
全
混
合
飼
料
）
セ

ン
タ
ー
の
設
立
や
稼
働
に
よ
っ
て
地
域
酪

農
の
発
展
に
尽
力
し
た
功
績
を
称
え
て
、

報
徳
善
行
賞
を
稲
辺
文
男
さ
ん
（
訓
子
府
）
、

「
小
豆
・
い
ん
げ
ん
・
落
花
生
等
の
部
」
で

小
豆
の
高
収
量
及
び
上
位
品
質
が
評
価
さ

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
４
月
８
日
、
北
見
市
の
ホ
テ
ル
黒
部
で
第
22
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
、

総
代
３
７
１
人
（
本
人
２
０
７
人
、
代
理
３
人
、
書
面
議
決
１
６
１
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。
提
出
し
た
７
議
案
全
て
が
可
決
さ
れ
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を
中
村
裕
一
さ
ん
（
訓

子
府
）
が
受
賞
し
、
大
坪
広
則
組
合
長
よ

り
賞
状
や
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
開
会
に
あ
た
り
大
坪
組
合
長
は

「
昨
年
は
第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
開

催
や
四
半
世
紀
ぶ
り
に
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
改
正
な
ど
、
北
海
道
の
農
業

に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
年
に

な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
当
Ｊ
Ａ
の
販
売
額

は
過
去
最
高
額
だ
っ
た
が
、
コ
ス
ト
の
上

昇
も
あ
り
生
産
者
の
所
得
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
。
経
営
所
得
安
定
対
策

の
見
直
し
を
含
め
、
生
産
現
場
の
現
状
に

つ
い
て
系
統
組
織
を
あ
げ
て
発
信
す
る
こ

と
が
今
後
重
要
に
な
る
。
食
料
・
農
業
・

農
村
の
分
野
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
開

発
目
標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
で
国
内
経
済
も
新
た
な
時
代
の
ス
テ

ー
ジ
を
迎
え
、
食
に
対
す
る
考
え
方
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
新
た
な
成
長
に
繋
げ
る
た

め
に
も
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
を
生
産

者
と
し
て
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
第
６

次
地
域
農
業
振
興
方
策
と
中
期
経
営
計
画

達
成
に
向
け
て
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
の
確
立
を
目

指
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
産
を
振
り
返
り
、「
融

雪
も
順
調
に
進
み
、
各
作
物
の
植
付
け
作

業
は
平
年
よ
り
早
く
開
始
し
た
。
そ
の
後

は
少
雨
旱
魃
傾
向
で
経
過
し
た
も
の
の
晴

天
の
日
が
多
く
、
日
照
時
間
も
確
保
さ
れ

た
こ
と
か
ら
各
作
物
の
生
育
は
順
調
に
推

移
し
た
。
７
月
中
旬
以
降
は
近
年
の
異
常

気
象
の
表
れ
で
あ
る
記
録
的
な
猛
暑
が
続

き
、
き
た
み
ら
い
地
域
に
お
い
て
も
高
温

の
影
響
で
各
作
物
の
生
育
が
前
倒
し
と
な

っ
た
。
ま
た
、
大
気
の
状
態
は
不
安
定
な

日
が
続
き
、
一
部
の
地
域
で
は
降
雹
に
よ

っ
て
玉
ね
ぎ
な
ど
の
作
物
に
お
い
て
茎
葉

の
損
害
被
害
を
受
け
た
が
、
総
じ
て
多
く

の
作
物
で
平
年
作
と
な
っ
た
。
酪
農
情
勢

に
つ
い
て
は
、
為
替
や
輸
送
コ
ス
ト
等
の

影
響
に
よ
り
飼
料
・
肥
料
・
燃
油
の
高
騰

が
続
く
中
、
粗
飼
料
に
お
い
て
は
好
天
に

恵
ま
れ
品
質
・
量
と
も
に
平
年
以
上
を
確

保
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
組
合
員

の
賢
明
な
努
力
と
系
統
結
集
の
も
と
、
農

畜
産
物
の
安
定
供
給
に
努
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
長
年
に
渡
る
生
産
基
盤
の
評

価
と
日
頃
か
ら
の
営
農
に
対
す
る
真
剣
な

取
り
組
み
の
賜
物
。
そ
の
営
農
努
力
に
敬

意
を
表
す
る
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
２
名
の
議
長
（
温
根
湯
地

区
の
森
谷
裕
美
さ
ん
と
北
見
地
区
の
山
内

誠
さ
ん
）
を
選
任
し
、
議
案
審
議
に
入
り

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
剰
余

金
処
分
案
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
な
ど

７
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可

決
決
定
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
令
和
６
年
度
の
農
畜

産
物
販
売
取
扱
実
績
は
計
画
比
８
・
５
％

増
の
５
３
８
億
81
百
万
円
と
報
告
さ
れ
、

令
和
７
年
度
の
農
畜
産
物
販
売
取
扱
高
は

４
７
４
億
78
百
万
円
と
す
る
事
業
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
齊
藤
和
雄
専
務
の
閉
会
挨
拶
の

後
、
午
後
１
時
35
分
に
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

総
代
会
終
了
後
に
は
、
全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
推
薦
候
補
者
と
し
て
第
27
回
参
議
院

通
常
選
挙
に
臨
む
東
野
ひ
で
き
氏
に
よ
る

演
説
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総代からの質問・意見
議案第１号

・みのり監査法人の監査業務について
・今後の金融店舗を含む事務所体制に係るＪＡ経営について
・農林中金関係について
・当期末剰余金処分案について
・玉ねぎ残渣を使ったバイオスティミュラントについて　　
議案第２号

・販売事業計画の単価設定について
・所得補償等に係る要望について
・職員教育に対する要望について
・中央会の業務内容について
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　この度の第22回通常総代会において理事として
選任され、その後の臨時理事会において再び代表
理事専務を拝命致しました。その職責の重大さに
身の引き締まる思いではありますが、「組合員の
営農と生活を守り高める」の協同組合の理念のも
と、組合員の皆様やきたみらい農協の更なる発展
を目指すべく、今までの経験を活かし、専心努力す
る所存でおりますので、今後一層のご指導、ご鞭
撻のほどよろしくお願いいたします。
　日頃より組合員の皆様におかれましては、農協
事業に対して深いご理解、ご協力をいただき、誠に
ありがとうございます。昨年度の農畜産物の取扱
高が過去最高の約538億円の取扱いとなったこと
につきましては、普段の皆様の営農努力と系統出
荷の賜物であり、重ねてお礼申し上げます。
　さて、昨年度の総代会において第６次地域農業
振興方策並びに中期経営計画をご承認頂いたとこ
ろです。合併20年を経過し、組合員戸数が約半数と
なることをふまえ、きたみらい農協の今後の事業
運営の方向性を示したものです。その中で地区事
務所再編は組合員皆様の負担の軽減と職員の効
率的な作業により、これから我々の想像のつかな
い人口減少による労働力不足に少しずつではあり
ますが対応して参る所存です。進めるにあたり、農
協と組合員皆様の心の距離は離れないよう取り組
んでまいりますので、皆様のご理解もお願いいたし
ます。
　また、農業を取り巻く環境は長引く円安や国際
紛争による資材の上昇などに加え、新たな貿易戦
争により日本農業の先行きが不透明な状況となっ
てきておりますが、一方では経済活動やインバウ
ンド需要等の回復により、農畜産物の消費は増加
傾向にあります。農業従事者が減少する中、北海
道農業は日本の食料供給基地としての役割と責任
が益々大きくなっています。安全、安心で良質な農
畜産物を安定的に生産、供給すると共に、農業と
関わる幅広い関連産業と結びつきながら、地域経
済の発展や雇用の確保に重要な役割を果たして
いかなければなりません。先代が築き上げた礎を
大切にしながら、次の世代の方々が誇りを持って
農業に取り組まれるよう、様々な課題に柔軟に対
応し実践してまいりますので、今後より一層のお力
添えをよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、組合員ご家族の皆様のご健
勝と、農作業事故にはくれぐれも注意されまして、
本年も皆様方と一緒に豊穣の秋を迎えられますこ
とを心からご祈念申し上げ就任の挨拶とさせてい
ただきます。

就任のご挨拶

代表理事専務

齊　藤　和　雄
　第22回通常総代会において改めて理事として
選任され、臨時理事会において再び営農担当常
務理事に就任し、責任の重さを痛感しておりま
す。
　営農担当常務として３年間務められたこと
も、組合員皆様方のご理解とご協力の賜物であ
り、心から感謝を申し上げます。また、新たな
気持ちで組合員のために、組合員と共に常務と
しての職務を全うする所存でありますので、引
き続き組合員皆様のご指導・ご理解・ご協力を
宜しくお願いいたします。
　現在、農業・農協を取り巻く環境は、国際紛
争や円安の影響により、燃料・飼料・肥料など
の資材高騰が続いており、農業経営に大きな影
響を及ぼしています。また、トランプ米国政権
での関税措置を巡る日米交渉で、アメリカから
日本への農畜産物の関税・規制緩和など先行き
不透明で心配するところです。そのような中、
国内では食料・農業・農村基本法が昨年改正さ
れ、現状に即した基本理念の見直しと「食料安
全保障の強化」「環境と調和のとれた産業への
転換」等の実現が盛り込まれ、生産基盤の強化
や食料自給率の向上を通じて食料安全保障を確
保し、大胆な政策転換を行うとしており、国で
は初動５年間を農業構造転換集中対策期間と位
置付け、施策を集中的に実行するとともに引き
続き検討を進めているところですが、農家・農
協が今後どの様に進んで行かなければならない
のか注視するところです。
　このような情勢変化の激しい環境の中、今後
も出向く事業体制を基本姿勢とし、組合員との
対話を重視しながら、「組合員とともに、組合
員による、組合員のため」を原点として地域農
業の持続的な発展を目指し、農協事業運営に役
職員一丸となって努力してまいります。組合員
皆様には今後ともご理解とご協力を宜しくお願
いいたします。
　最後に組合員皆様のご健康と農作業事故に留
意され、令和７年が災害もなく良い天候に恵ま
れ、豊穣の出来秋を皆様と一緒に喜び合える一
年になることをご祈念申し上げ、就任のご挨拶
とさせていただきます。

組合員と共に
持続的な農業発展を目指して
常務理事

宮　下　尚　樹
　この度、第22回通常総代会において改めて理
事として再任いただき、続く理事会において販
売・購買・東京事務所担当常務理事に就任しま
した。
　今まで組合員各位のご理解とご協力のもと、
その任にあたることが出来ましたことに心より
感謝申し上げますとともに、これからの再任期
間もその責務を果たし、組合員の皆様の負託に
応えられるよう努力する所存であります。
　今日、日本が国際社会の荒波の中で航海して
いるように感じています。関税交渉、為替相場
の変動と濃霧の中、とても舵取りの難しい時代
ではありますが食料安全保障は国民誰もが望む
日本全体の課題であり、人の命に直結する重要
な事項であるため決して妥協すること無く業務
遂行してまいりたいと思います。
　また、食は日本の文化であります。時代の変
化にマッチした適正価格を確保し、生産された
農畜産物が届くことを待ち望んでいてくれる全
国の皆さんへ供給する義務を果たすことが第一
義であると考え、地域経済に直結する重要な役
割を担う基幹産業として農業振興に努めてまい
ります。
　農業が持続的に発展する上で、ＪＡの経済事
業の果たす役割の大きさを再認識し、販売事業
においては物流・保管を含めて供給責任を果た
し、その上で更に国内外のマーケットを視野に
入れつつ、多様なニーズに対応できる産地とし
て認知される様、柔軟かつ攻めの販売を実践し
てまいります。
　また、購買事業においては資材高騰が続いて
いますが、より一層の安定供給と廉価追求、有
益な情報、サービスの提供を重点課題と位置づ
け、選んでいただける事業執行に全力で取り組
んで参る所存であります。
　組合員各位が安心して農業生産に傾注出来る
様、ＪＡとしての役割、役員としての重責を改
めて自覚し、組合員の皆様の更なる結集を事業
推進の力に変え実践に努めて参りますのでよろ
しくお願い申し上げます。
　この地域の農業はこの地域に住み、この大地
を活用しなければ出来ません。農業を含めた地
域全体が人口減少・労働力不足といった課題は
ありますが食に直結する生産活動を通じて地域
全体が魅力的となり共に発展することと、今年
も組合員そしてご家族の皆様がご健勝で、豊穣
の出来秋を迎えられます様ご祈念申し上げ、就
任のご挨拶にかえさせていただきます。

常務理事

髙　橋　　　優

組合員の
営農と生活を守り高める

　組合員の皆様におかれましては、春耕期を迎え
忙しい毎日のことと存じます。
　この度の第22回通常総代会で理事役員として承
認をいただき、その後の臨時理事会において新た
な常勤体制が決定され、不肖私が引き続き代表理
事組合長の重責を担うこととなり、責任の重さを
痛感している所であります。今まで諸先輩をはじ
め、組合員のご指導を頂いた経験を生かし、「組合
員の営農と生活を守る」を念頭に農協事業に取り
組んで行く所存でございますので、これからも今
まで以上のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。
　昨今の農業を取り巻く環境は、新型コロナウイ
ルス感染症の位置付けも５類に移行され２年が経
過して人の動きも活発化する中、インバウンドも急
激に回復しているところであります。日本経済は
円安の影響もあり、燃料、飼料、肥料等の生産資
材高騰が続き生産者の努力が農業所得に繋がら
ないのが現状であります。
　この様な中、政府は「食料安全保障の強化」の
下、食料・農業・農村基本計画を打ち出し、初動５
年間を「農業構造転換集中対策期間」と位置付け、
集中的に施策を実施すると言われています。生産
現場にとって、営農継続が可能な将来を見通せる
環境にするためにも大幅な予算確保を要請し、次
の世代が意欲と希望の持てる環境に成る事がこ
れから求められると感じるところであります。
　今後も懇談会等で頂いた意見を事業運営に反
映し、将来を見据えながら生産現場の課題を的確
に捉え、消費者との連携と地域農業の振興に努め、
出向く体制の更なる強化を図りながら、第６次の
「地域農業振興方策」と「中期経営計画」達成に
向け、「組合員とともに」「組合員による」「組合員
のため」を基本に、「『集え一つに』食とみどりで
繋がる『みらい』のために」をスローガンに、地域
住民との信頼関係を構築しながら、選ばれるＪＡ
を目指してまいります。
　国内経済も新たな時代のステージを迎え、食に
対する考え方が大きく変化しているのが現状であ
ります。新たな成長に繋げるためにもこの環境の
変化に柔軟に対応できるＪＡ事業運営の確立を目
指し、役職員一丸となり取り組んでまいりますので、
更なるご理解とご協力をお願い申し上げます。
　最後に組合員皆様がご健勝で活躍されますこ
とと安心して営農に専念できる環境、何よりも農
作業事故の無い中で皆様と喜び合える素晴らし
い年産になることをご祈念ご期待申し上げ、就任
にあたってのご挨拶といたします。

代表理事組合長

大　坪　広　則

地域住民との
信頼関係を
構築し、選ばれるＪＡを目指す

日本の食を守り
地域と共に生きる
農業の発展を目指して
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　この度の第22回通常総代会におきまして監事
に再任され、その後の監事会におきまして常勤監
事の選任を受け、就任いたしました。
　監事会も、南代表監事から土山代表監事とな
り新たな体制で、そして大坪組合長での新執行部
体制のもと、土山代表監事、大邑監事、平田監事、
北村監事と協力し合いながら、微力ではございま
すが監事の任務を精一杯果たしていく所存であ
ります。
　会計士監査が義務付けられてから令和７年度
で７回目を迎えることとなります。ご承知の通り、
会計監査人は計算書類等、すなわち貸借対照表、
損益計算書及び注記表並びにその付属明細表に
ついて監査を行うのに対し、監事は会計以外の
事業報告が正しいか、業務が法令や定款に違反
することがなく行われているのか監査し、その監
査報告書を作成することが主な職務となります。
　外部のチェック機関である会計監査人監査と
理事の職務執行の監督を主たる職務とする監事
監査の間には、独立した第三者かそうでないかと
いう違いがありますが、それぞれが担う監査の実
効性を確保し、両者とも適正な財務報告や業務
執行を担保するうえで不可欠な存在であり、両者
の連携はますます重要性を増していくものと思
われます。
　また、監事の職務は『理事の職務執行の監査』
も当然重要な役割ですが、『農業協同組合』とし
て、ＪＡが組合員との関わりをどのように深めて
いるか、組合員のＪＡへの結集にどのように取り
組んでいるか、また、地域との関わりの中で必要
とされる組織としてどのような活動を展開してい
るかなど、協同組合組織の基本的な部分にも着
目し、ＪＡ組織に特有の価値をどのように追及し
ているのかという点についても、監事という立場
から検証し、実現できるよう後押ししていくこと
も重要であると考えております。
　最後になりますが、本年も豊穣の秋を迎えられ
ることと、組合員及びそのご家族、役職員の皆様
のご健勝をご祈念申し上げまして、就任のご挨拶
とさせていただきます。３年間、どうぞよろしく
お願い申し上げます。

常勤監事
就任にあたって
常勤監事

鹿　野　信　男
　この度、任期満了により会長理事を退任いたし
ました。振り返りますと、平成15年２月のＪＡきた
みらい発足当初から理事としてＪＡ運営に携わり、
平成20年６月からは組合長として12年間、その後は
会長として約５年間、組合員・役職員の皆様の深い
ご理解とご協力に支えられ、任務を終えることが
できました。心より感謝と御礼を申し上げます。
　また、令和２年６月からの３年間は、ＪＡ北海
道厚生連・ＪＡ共済連北海道の副会長に就任し、
「地域医療」の充実と「ひと・いえ・くるま」の総
合保障を通じて、地域社会と組合員の営農・生活
に貢献できるよう、各方面より様々なご意見をい
ただきながら取り組んでまいりました。就任した
当時は新型コロナウイルスがまん延し、旭川厚生
病院で大規模なクラスターが発生するなど、医療
現場は急速に経営状況が悪化しました。そのよう
な中、医療現場を支える医療関係者の熱意と、地
域住民からの温かい応援や関係各位の深いご理
解もあり、今日まで地域医療を継続することがで
きたものと、改めて感謝を申し上げる次第です。
　思い起こせば、世界や日本の経済の動きをつか
むことの難しさを痛感する日々でした。昨今の国
際紛争や急激な円安の影響により、海外からの
食料・資源の安定的な調達は極めて困難となりま
した。折しも、「令和の米騒動」と言われるよう
な情勢の中で、ＪＡがいかに食料の安定供給を担
っていくのか、常に考えさせられます。私たちの
使命は、地域の農業を支え、国民に安心して食べ
ていただける農畜産物を提供することです。その
ためには、国内生産の確保が不可欠であり、一方
では、正しい情報を国民に伝え、生産者と消費者
の相互理解を深めていくことが益々重要となり
ます。
　農業協同組合の理念はいつの時代も不変です。
「集えひとつに！」を合言葉に、地域・農業の未
来を見据えた取り組みを進めていただきたいと
思います。私たちの活動が、地域社会の発展に寄
与し、次代に向けて持続可能な農業を実現する
ための礎となることを願ってやみません。
　結びにあたり、これまでのご支援とご協力に心
から感謝申し上げるとともに、組合員・役職員皆
様方のご健勝と、本年が事故・災害もなく豊穣の
出来秋を迎えられるようご祈念申し上げ、退任の
ご挨拶とさせていただきます。

前・会長理事

西　川　孝　範
　この度、第22回通常総代会において、理事と

して選任を賜り、臨時理事会にて信用担当常務

理事に就任いたしました。

　これまで、職員として組合員の皆様にご指導

賜りましたことに深く感謝と御礼を申し上げま

すとともに、これからは常勤役員の一人とし

て、微力ではありますが組合員の皆様の負託に

応えていけるよう、任期期間中は精一杯努力し

て参る所存でありますので、今後ともよろしく

お願い申し上げます。

　信用・共済事業を取り巻く環境は、少子高齢

化に伴う地域人口の減少等から事業基盤が年々

縮小するなか、信用事業では「金利のある世

界」への転換と「貯蓄から投資へ」の潮流変化

やキャッシュレス化の進展による他行競合激

化、共済事業でもネット保険や損保会社との競

争が激化するなど大変厳しい経営環境にありま

す。

　ＪＡの健全性確保と地域のインフラとして貢

献できる信用・共済事業の実現に向け、利用者

の皆様から信頼され、選ばれ続けるパートナー

として農業と暮らしをサポートしていくことを

目指してまいります。

　また、令和６年度からスタートしました第６

次地域農業振興方策・中期経営計画の着実な実

践に向けては、地区事務所再編など大きな課題

と転換期を迎えているなかで、組合員の皆様と

の対話を通じて、将来の地域農業と農協事業運

営を担う次世代のために「今、やるべきこと」

をしっかり考えながら職務にあたってまいりま

すので、今後とも組合員の皆様のご指導とご鞭

撻をよろしくお願い申し上げます。

　結びに、本年が組合員の皆様にとってご健勝

で、豊穣の出来秋を迎えられますようご祈念申

し上げ、就任のご挨拶といたします。

将来の地域農業と
農協事業運営を担う次世代のために
常務理事

長　瀬　二三男
　この度、第22回通常総代会におきまして監事

に再任され、続く監事会において代表監事の選

任を受け、就任いたしました。

　これまでの３年間、組合員皆さまのご理解の

もと、監事としての役割を務めることができま

したことに感謝申し上げます。

　今後は代表監事としてあらためて、その職務

の重大さに身が引き締まる思いでありますが、

監事としての使命を再認識し、役割を務めて参

る所存でございます。

　また、任期満了により退任されました南前代

表監事におかれましては、監事体制の変更があ

った中、新たな監事監査体制の構築に取組み頂

いたことなど、長い間多大なるご尽力を頂きま

した事に感謝を申し上げます。

　さて、農業や農協を取り巻く環境は大変厳し

く、農業経営に大きな影響を及ぼしています。

高齢化や生産年齢人口の減少により、様々な分

野での労働力不足が深刻な課題となっておりま

す。このような社会情勢ではありますが、監事

としての行動指針を絶えず認識し、経営理念に

基づいた姿勢を貫き自らの使命を果たしてまい

ります。

　ＪＡきたみらいが「組合員の営農と生活を守

る」ということを念頭に置き、ＪＡへの結集力

で直面する課題について一丸となり乗り切り、

若い世代が希望をもって就農できる「魅力ある

農業のため」の環境構築や、地域とのかかわり

の中で必要とされる組織としての活動と農協事

業運営の更なる発展について微力ながら貢献し

て参る所存でありますので、組合員皆さまのご

協力をお願い申し上げます。

　結びにあたり、組合員及びそのご家族、並び

に役職員皆さまのご健勝と、本年が豊穣の出来

秋を迎えられます様にご祈念申し上げ、就任の

ご挨拶にさせていただきます。

代表監事

土　山　清　隆

退任のご挨拶

魅力ある
　農業のために

農業協同組合の
理念は
いつの時代も不変



　早春の候、組合員・ご家族の皆様にはご健勝

のこととお慶び申し上げます。

　この度４月８日の第22回通常総代会をもちま

して、任期満了によりきたみらい農業協同組合

の常務理事を退任いたしました。

　顧みますと、昭和58年に旧上常呂農業協同組

合に入組以来、平成15年２月の合併により現き

たみらい農業協同組合の職員として、さらには

平成31年から常務理事として、微力ではありま

したがきたみらい地域の農業振興、地域発展に

携わることができました。

　この間、組合員の皆様の暖かいご支援とご協

力に支えられ、今日まで務めることができまし

たこと、衷心より感謝と御礼を申し上げます。

　組合員並びにご家族の皆様方におかれまして

は、国際紛争や急激な円安の影響により、燃

料・飼料・肥料などの生産資材の高騰が続き、

農業経営を維持し発展させることが厳しい局面

も予想されますが、反面、この厳しい期間を乗

り切ることで経営の革新を図る好機でもあると

思います。これからも益々、経営の向上と安定

化を図りながら、農協とともに農業の発展、地

域の活性化に貢献し続ける事をご祈念申し上げ

ます。　　

　あわせて第６次中期経営計画で掲げたスロー

ガン『集え一つに!!食とみどりで繋がる「みら

い」のために』を合言葉に更なる結集を願うと

ころです。

　これからは一地域住民の立場で、今までの恩

返しができればと思っています。

　末筆ながら、これまでのご厚情に感謝申し上

げ、皆様方のご健勝とご多幸をお祈りし退任の

ご挨拶といたします。

前・常務理事

越　田　喜　裕
　この度、４月８日の第22回ＪＡきたみらい通

常総代会をもちまして代表監事を退任いたしま

した。顧みますと、平成25年監事として４期12

年の長きに亘り務めさせていただき、この間組

合員の皆様、役職員の皆様、各関係機関の方々

の多大なるご支援とご厚情を賜りましたことに

心より感謝とお礼を申し上げます。組合員の農

業経営の安定と生活の向上を支援する農業協同

組合の精神、目的とその達成のために理事者と

の意思疎通を図り独立し、かつ公正不偏の立場

から監査業務を通じて微力ながら農協事業運営

発展のために努力させていただきました。さら

には、元菅崎常勤監事、元宇野常勤監事、現鹿

野常勤監事を始め、各監事諸兄の方々、監査室

職員の力添えの賜物と心から改めて敬意を表す

るものであります。

　きたみらい農協として合併をして20余年、こ

の間色々な変遷を乗り越え現在に至ります。先

人達の言葉では表すことの出来ない努力と苦労、

さらには将来を見据えた発想と実行力が現在の

農協の礎として築き上げているものと確信しま

す。この地域には無くてはならない農協として、

この農協を必要とする全ての人々の幸せのため

にも大地に根差した農協事業運営を願います。

　今後、ますます激化するであろう農業界にお

いても、一番の理解者である消費者とのコミュ

ニケーションを大切にし、より一層の充実を図

り、大きくうごめく世界情勢にも注視し、新役

員体制のもと農業協同組合の原点に立ち返り、

組合員の期待と信頼に応え、この厳しい時代を

乗り切っていただけるものと確信いたします。

　最後に、きたみらい農協のますますの発展と

組合員の皆様のご健勝とご多幸を心からご祈念

申し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

大変お世話になり、ありがとうございました。

　農の力は無限で有り、偉大です！

環境変化に
負けない
農業経営を目指して

前・代表監事

南　　　博　敏

11 10

３年間、一致団結し勇往邁進
　４月８日の第22回通常総代会において、新しい役員が選任されたことに伴い、同日の監事会及び臨時理事
会において向こう３年間の新執行体制が決定されましたのでお知らせします。

代表監事

土山　清隆
（端野）

常勤監事

鹿野　信男
（学経）

監事

大邑　和治
（温根湯）

監事

平田　康弘
（新）（訓子府）

監事

北村　好孝
（学経）

常務理事

髙橋　　優
（学経）

理事（東地域運営委員長）

寺崎　　博
（端野）

理事

堺　　信幸
（置戸）

常務理事

宮下　尚樹
（北見）

理事（営農専門委員長）

小野　洋一
（訓子府）

理事

小野　俊浩
（北見）

理事

穴田　惣一
（上常呂）

理事

小坂　浩司
（新）（訓子府）

代表理事専務

齊藤　和雄
（北見）

理事（総務専門委員長）

林　　政則
（相内）

理事（南地域運営委員長）

齊藤　博行
（訓子府）

理事

伊藤　正一
（上常呂）

理事

樅山　　馨
（新）（端野）

代表理事組合長

大坪　広則
（訓子府）

常務理事

長瀬 二三男
（新）（学経）

理事（西地域運営委員長）

澤山　一之
（留辺蘂）

理事

飯田　　紀
（相内）

理事

北川　裕一
（新）（端野）

理事

本條　康浩
（新）（温根湯）

理事

岩村　　豊
（新）（置戸）

新体制が
  スタート

参
与
紹
介

令
和

 

７
年
度

理　　　　　事監　事

参与

今部　直恒
（留辺蘂）

参与

清井　裕貴
（訓子府）

参与

島貫　昌代
（訓子府）

参与

大丸　裕之
（上常呂）

参与

桜井 恵里子
（端野）

公正不偏の
立場から鋭意努力
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〜
生
育
、
品
質
と
も
に
良
好
〜

ほ
う
れ
ん
草 

植
付
、収
穫

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
西
支
部
〜

春
の
整
地
や
防
除
ノ
ズ
ル
な
ど
を
学
ぶ

▲前田氏の説明を受ける様子

▲髙橋氏の説明を受ける様子

さ
せ
る
ノ
ズ
ル
、
同
社
の
扱
う
機
械
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
参
加
し
た
山
崎
達
昭
支
部

長
は
「
ノ
ズ
ル
や
機
械
の
種
類
、
特
性

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
講
師
の

方
々
と
も
交
流
が
出
来
て
と
て
も
よ
い

学
習
会
だ
っ
た
。
学
習
し
た
こ
と
を
春

か
ら
の
営
農
に
活
か
し
、
作
業
を
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
講
師
の
２
人
を
招
い
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
交
流
や
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
西
支
部
は

４
月
９
日
、
留
辺
蘂
地
区
事
務
所
で
学

習
会
を
行
い
、
部
員
27
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

学
習
会
の
前
半
は
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ

農
機
㈱
輸
入
農
機
担
当
課
の
前
田
篤
志

課
長
よ
り
、
春
の
整
地
に
用
い
る
機
械

や
欠
株
を
知
ら
せ
る
シ
ー
ド
セ
ン
サ
ー

に
つ
い
て
、
後
半
で
は
㈱
髙
橋
農
機
の

髙
橋
滉
平
専
務
取
締
役
よ
り
、
ス
プ
レ

ー
ヤ
の
ノ
ズ
ル
や
ナ
ノ
バ
ブ
ル
を
発
生

▲順調に生育しているほうれん草

▲大きく成長したほうれん草

う
れ
ん
草
を
栽
培
し
、
４
月
10
日
か
ら

収
穫
を
始
め
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
「
ほ
う
れ
ん
草
は
ツ
ナ

と
麺
つ
ゆ
で
和
え
て
食
べ
る
の
が
お
す

す
め
。
今
年
の
ほ
う
れ
ん
草
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
ほ
う
れ
ん
草
作
付
け

予
定
面
積
は
約
１
・
６
㌶
と
な
っ
て
お

り
、
生
産
量
は
20
・
７
㌧
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
２
月
中
旬

か
ら
ほ
う
れ
ん
草
の
播
種
が
行
わ
れ
、

４
月
上
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ほ
う
れ
ん
草
は
、
春
の
生
育
期
間
は
約

45
日
、
夏
は
約
30
日
と
時
期
に
よ
っ
て

差
が
あ
り
、
気
候
に
合
わ
せ
た
管
理
を

行
い
な
が
ら
、
４
月
中
旬
か
ら
11
月
中

旬
に
か
け
て
半
年
間
に
わ
た
り
出
荷
を

行
い
ま
す
。

　

上
常
呂
地
区
の
上
野
達
夫
さ
ん
は
ハ

ウ
ス
約
５
０
０
坪
で
年
間
を
通
し
て
ほ

▲ペーパーレス開催の総会の様子

ら
は
更
に
活
動
の
幅
を
広
げ
、
内
容
の

充
実
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
新
年
度
の
計

画
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
サ
ー
ビ
ス
展

示
会
や
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
実
演
会
な

ど
を
掲
げ
た
ほ
か
、
周
年
事
業
や
事
業

内
容
の
拡
大
を
見
据
え
た
会
費
の
値
上

げ
に
つ
い
て
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
協
議
会
会
員
を
増
や
す
た

め
の
方
法
や
会
費
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
な
ど
、
協
議
会
の
活
性
化
に
む
け
た

質
問
や
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
き
た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農

業
推
進
協
議
会
で
は
４
月
４
日
、
セ
ン

タ
ー
地
区
事
務
所
で
第
７
回
通
常
総
会

を
開
催
し
、
委
任
を
含
む
12
人
の
代
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
参
加
者
は
Ｊ

Ａ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
資
料
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
水
留
亮
会
長
は
「
令

和
６
年
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促

進
法
が
制
定
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

協
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
一
層
重

要
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
こ
れ
か

〜
事
業
拡
大
に
向
け
た
計
画
を
承
認
〜

き
た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
会
を
開
催

▲議長を務める温根湯地区の森谷詩音さん

▲播種作業を行う様子

▲肥料の積み込み作業の様子

４
月
28
日
か
ら
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

西
田
さ
ん
は
今
年
度
の
営
農
に
向
け
て

「
前
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
比
較
的
収
量
が
多
い
年
だ
っ
た
。
今

年
は
前
年
以
上
の
収
量
と
高
糖
分
を
目

指
し
て
作
業
に
邁
進
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
き
た
み
ら
い
管
内
全
体
で

は
約
２
，
７
４
０
㌶
の
作
付
け
、
取
扱
量

は
約
16
・
２
万
㌧
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
て
ん
菜
の

植
付
け
作
業
が
４
月
下
旬
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
は
春
先
の
冷
え
込
み
や

悪
天
候
に
よ
り
地
域
ご
と
に
差
は
あ
っ

た
も
の
の
、
全
体
的
に
や
や
遅
れ
て
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

訓
子
府
地
区
で
玉
ね
ぎ
、
て
ん
菜
、

春
小
麦
、
に
ん
じ
ん
を
約
33
㌶
栽
培
す

る
西
田
隼
人
さ
ん
は
今
年
、
て
ん
菜
の

作
付
け
を
約
６
・
３
㌶
予
定
し
て
お
り
、

豊
作
を
願
っ
て
、

 

て
ん
菜
植
付
け
作
業
開
始



みらいプロジェクトチャンネル

1415

今回は青年部南支部理事の東海林亮太さんに登場いただきました。

vol.46

置戸地区・雄勝

橋本 　渚くん
（３歳）

なぎさ

翼ちゃん
（１歳）

つばさ

渚くん・翼ちゃんは橋本光さん・未来さん夫妻のお子さんです。
ひかる み　き

臨機応変に 　　
　　    焦らず営農

置戸地区・豊住

東海林 亮太さん（27歳）

りょう た

●就農したきっかけ
　　子どもの頃から草取りや収穫の手伝いをしている中で、農 
　作業にやりがいを感じていました。また、４人きょうだいの
　末っ子ですが、誰も実家を継ぐ意志がなかったため、小学生
　の頃から家業を継ごうかと考えていました。
●営農について
　　玉ねぎを中心に、小麦や大豆、てん菜、スイートコーンを
　合わせて約35㌶作付けしています。毎年決まった流れでなく、
　天候など状況に応じて臨機応変に営農するようにしており、
　どんなときも落ち着いて作業することを心がけています。
●休日の過ごし方について
　　時間があるときはゲームをすることが多く、最近はモンス
　ターハンターワイルズにハマっています。たまにドライブし
　ながら、きたみらい管外の農業の様子を見て回ることもあり
　ます。
●青年部活動について
　　活動や懇親の席などで色々な人と交流し、営農のノウハウ
　を得られるのが魅力だと思います。特に経営移譲をしてから
　はとても有意義に感じており、若い部員さんもぜひ積極的に
　参加してもらえればと思います。

　昨年８月～９月に行ったイギリスでのリジェネラティブ農業に関する調査からいくつかの農場

の実態について数回にわけて紹介したい。昨年のアメリカに続き、リジェネラティブ農業に取り

組んでいる農業者を訪問した。イギリスでもリジェネラティブ農業は関心を集めている。リジェ

ネラティブ農業が関心を持つ農業者によって進められているという点については共通だが、アメ

リカと異なる点は、政策的にもそれを後押しするような政策があることだ。現在、イギリスの農

業政策のキーワードは“Public money for public goods”。その考え方の中で、農業政策にお

ける環境への支援が手厚くなされている。

　訪問先はリジェネラティブ農業に取り組んでいる農業者で組織されたGreen Farm Collective

というところを入り口としていくつかの農場や資材会社を紹介してもらって訪問した。今回はそ

のリーダー的農業者であるＭ氏の農場を紹介しよう。農場は970haで、小麦、大麦、オーツ麦、

エンドウ豆、キヌアなどの作物と羊を飼養している。Ｍ氏は非農家出身でいわゆる農場マネージ

ャーである。通年雇用の従業員１名とパートが１名。いくつかの農場で経験を積んで、今の農場

の経営者となったのが10年前で200haから始まった。当初は慣行農業をおこなっていたが、使え

る農薬の種類などが制限されたり、また農場の規模が大きくなるに従って、より効率的なやり方

を考えなければならない。いかに農薬を使わず、作業効率を高める農業を模索するなかでリジェ

ネラティブ農業の取り組みを始めた。理念よりも経営の現実が彼の動機となっている。

　カバークロップについては、主に小麦の後作として複数のミックスを使い分けている。一部越

冬させ、一部羊を放牧している。殺菌剤はほとんど使用せず、殺虫剤は非使用。除草剤は「必要

悪」として本当は使いたくないが、可能な限り少なく使っている。化学合成肥料としてのカリ、

リンは投入していない。葉面散布やコンポストティーも活用している。Ｍ氏曰く、小さな様々な

技術をパズルのピースのように組み合わせていくのがこの農業の難しいところでもあり、やり甲

斐でもあると。

　成果は確実に現れているという。土壌有機物は６年間で２.５％から３.25％に増加した。使用

する平均の化学肥料も基準である250kgN/haにたいして160kgまで削減している。「空気中の無料

の窒素をいかに取り込むのか」。そのためにはカバークロップとともに土壌の活性化も欠かせな

い。「植物が獲得する養分の85～90％は微生物を介している。微生物を活性化すれば微生物が植

物の世話をしてくれる」。ギ酸フミン酸、窒素固定菌などで微生物の活性化を図っている。投入

を削減しつつ、収量も確保し、かつ品質も上がっていることを実感している。嬉しい「ボーナ

ス」もあるという。イギリス農村のアイコンのひとつであるメンフクロウが農場内に住み着いた

そうだ。

　こうして様々な技術、資材も組み合わせながらやっている彼をそうさせる一番の根源は何か。

訪問の最後に「なぜ、この農業のやり方

を？」と問いかけると彼は「40年後娘達に

「父さん達が地球を壊したんだね」と言わ

れるより「守ろうとしたんだね」と言われ

る方が良い」と応えてくれた。彼には同じ

くGreen Farm Collectiveを立ち上げたメ

ンターがいる。こうした出会いと、大規模

経営を成り立たせるための経営判断。その

根幹としての現在の農業者としての次世代

への責任。これら全てが混ざり合って、こ

の農場のリジェネラティブ農業の取り組み

を動かしているのである。

イギリスのリジェネラティブ農業から分かる農業の実態について①
北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

好奇心旺盛で元気いっぱいななかよし兄妹
　気温も暖かくなってきた４月下旬、渚くん、翼ちゃん兄妹を取材しま
した。取材中は２人とも、元気に部屋の中を動き回って遊んでいました。
　渚くんは何事にも関心を寄せる好奇心旺盛な男の子。最近はアニメ
のパウ・パトロールが好きで、好きなキャラはケントだそうです。翼
ちゃんも好奇心旺盛な性格で、普段はよくお兄ちゃんについて歩いて
いるそうです。
　未来さんに２人のかわいいところを尋ねると、渚くんは「すき」と好
意を伝えてくれたり、翼ちゃんと仲良くしてくれるところで、翼ちゃん
は他の赤ちゃんをなでたりチューしたりして、１歳にして母性を感じる
ところと答えてくれました。
　渚くんの名前には「穏やかで物事に柔軟に対応できる子になってほ
しい」、翼ちゃんの名前には「才能や能力がどんどん伸びていってほし
い」という願いが込められています。
　そんな２人にご両親は「自立し、周りに流されず、自分で決断できる
ように育ってほしい」と話してくれました。
　元気に取材に応じてくれた２人の成長が楽しみです！
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～ＪＡきたみらい東京事務所 通信～ Vol.4
　当ＪＡは「令和６年度北海道信用事業優績Ｊ
Ａ」において総合表彰を受賞しました。
　表彰には５つある重点推進項目の部門ごとの表
彰と、それらを総合した総合表彰があります。当
ＪＡは令和３年度から４年連続の総合表彰となり、
４月15日、北海道信連の北村常務理事より当ＪＡ
の大坪組合長へ表彰状と副賞が手渡されました。

▲北村常務理事（右）より表彰状を受け取った
　大坪組合長（左）

きたみらいジュニアホルスタインクラブでは、

酪農に興味のある小学1年生～高校3年生が集まり、

毎年楽しい交流会や共進会への参加などの活動を行っています！

現在、置戸17名・訓子府６名・上常呂１名・相内２名・北見４名の合計30名(Ｒ７年３月31日時点の会員数)

で活動しており、今年もたくさんの楽しい行事を企画しています！

興味のある方、加入希望の方は下記事務局までご連絡ください。多くの方の加入をお待ちしています！

農業用廃プラ回収のご案内
　本年の廃プラ回収につきまして、次の日程で行
います。受入日時・場所や排出区分など確認の
上、持ち込み願います。
　なお、未洗浄農薬空容器は再生処理ができない
ため、洗浄済みのものと比べ約10倍の処理費用が
掛かります。空容器、空袋は洗浄して排出をお勧
めします。

　当ＪＡの令和７年度新採用職員２名が４月21日

から５月２日に毎年恒例の農家実習を行いました。

この実習は、農作業を体験することでＪＡ職員と

しての意識を高め今後の

業務に活かすことを目的

にしており、今年度は玉

ねぎの苗運びや補植、メ

ロンの苗の管理などを行

いました。今回の経験か

ら多くのことを吸収し、

今後の業務に励みます。

※注意事項
●農耕用廃タイヤ、ビニールホー
　スの回収は秋に行います。

※当日の混雑状況はＪＡコネクトを通じて都度、
　皆さんに配信します。混雑を避けるため、状況
　をご確認のうえ搬入を行っていただきます様、
　ご理解ご協力をお願いいたします。

信用事業の優績ＪＡとして表彰！！
　きたみらい酪農振興協議会は４月21日、当ＪＡ
訓子府地区事務所で第22回通常総代会を開催し、
代議員26人（内委任状６人）、来賓１人が出席し
ました。
　開会挨拶で同協議会の中島英樹会長は「畜産資
材等の高騰が続き先行きの見通せない状況の中、
分娩時期のずれ等による生産量の伸び悩みもあっ
たが、年度の後半には持ち直しＪＡきたみらいの
生産量は84,697㌧となった。消費の減退等厳しい
環境が続く中で、引き続きＰＲ活動等様々なこと
に取り組んでいきたい」と話しました。
　議事では令和７年度事業計画及び収支予算案な
ど議案３件が可決されました。

▲総代会の様子

第２２回 きたみらい酪農振興協議会
通常総代会開催

日　程 受　入　場　所

西相内小麦乾燥調製貯蔵施設

６月４日（水）

６月５日（木）

６月11日（水）

６月12日（木）

○受入区分
　・農ビ類　・農ポリ類　・未洗浄農薬空容器
○受入時間
　・午前 ９:00～12:00　・午後 13:00～15:30

「きたみらい農畜産物応援団の拡大マッチング」店舗のご紹介

ｐrivate restaurant 0760 埼玉県さいたま市大宮区宮町 2-108-3

　㈱大宮中央青果市場からご紹介頂い
た店舗で当ＪＡ産の玉ねぎと赤玉ねぎを
使用頂いています。店舗のコンセプトは
「ラグジュアリーな大人の隠れ家」であ
り、オシャレな空間になっています。鉄
板焼き、しゃぶしゃぶ、創作料理など幅
広い料理を提供しています。
　きたみらい赤玉葱振興会役員が来訪
された際には、赤玉ねぎを使用した料理
も提供頂きました。

▶店舗ＨＰ https://www.0760.tpd-jo.co.jp

▲まさに隠れ家的な外観 ▲料理の写真

▲▶店長さんと
　　赤玉料理の写真

※「きたみらい農畜産物応援団の拡大マッチング」の取り
　組みに関する目的等や過去の掲載店舗につきましては、
　きたみらいホームページ内の東京事務所通信をご覧下さい。　
　また、産地指定頂いた店舗について、お近くにお越しの際は是非お立ち寄り下さい。

新採用職員２名が 　
　    農作業に奮闘！！

▲玉ねぎの苗を運ぶ
　澁谷蒼職員（販売
　企画部企画開発グ
　ループ）

◀メロンの苗につい
　ての説明を聞く川
　路衣麻職員（金融
　共済部訓子府支店）
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　ＪＡきたみらい営農
振興部担い手グループ
で働いている臼井職員
は、日々の業務の傍ら
カーリング選手として
活動しています。３月
29日から４月６日にカ
ナダで開催された「世
界男子カーリング選手
権大会2025」に出場し
ました。結果としては
５勝７敗の９位で大会
を終えました。当ＪＡで
はこれからも臼井職員
を応援していきます。▲試合でストーンを投げる臼井職員（撮影：竹田聡一郎）

臼井槙吾職員、世界男子カーリング選手権に出場！

そのドキドキ、心不全かも？
教えて！

シニアのための

ヘルスリテラシー

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

フレイルや介護予防について気になることや心配なことがございましたら、
下記担当者までお気軽にご相談ください。
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの
「にんにく香るお肉のたれ」と「玉ねぎ黒酢
入りドレッシング」をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

 

今年生になったので自転車通学出来るようになりま

した。車に気をつけて乗りたいと思います。楽しみ

です。

年は雪は少なかったですが、春

先の雨が多いですね。順調

　　　な一年であってほしいです。

４

　自転車通学素敵ですね！ですが、車との事故はこちらが
気を付けていても起こってしまう場合があり、単独で転ん
だ場合もひどい怪我につながる恐れがあります。ヘルメッ
　　　トを正しく着用する、自転車の点検を行うなど安全
　　　対策をしっかりして、楽しんでくださいね！

　雪もすっかり解けて、肌寒いながらも春が来ました

ね！雨も晴れもバランスのいい一年になることを祈って

います！

４月号まちがいさがしの当選者
　４月号のまちがいさがしの答えは「２、３、５、６、９、12」

でした。正解者19名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

（　　）内は地区名

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎ醤

油」と「白花豆シーザードレッシング」をプレゼン

ト致します。

・岡田　心寧さま（置　戸）・浅川　友子さま（訓子府）
・伊東　雄崇さま（置　戸）・山本ゆかりさま（上常呂）
・前田　藍子さま（訓子府）・山本　純子さま（上常呂）

（匿名希望さん）

（訓子府地区　笠野真太郎さん）

第３回 理事会報告
　４月18日、午後１時30分より第３回定例理事会が開催
され、報告事項14件、決議事項６件が協議され、原案通
り承認されました。
　
【報告事項】
①令和７年度監事監査計画について
②内部監査（経営定期点検）報告について
③組織機構の変更について
④財務状況報告について
⑤令和６年産玉ねぎ選果・販売状況について
⑥令和６年産作付用原原種萌芽不良に係る補償金について
⑦玉葱指標配分に係る振興会協議経過について
⑧生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑨令和７年度用途別原料乳価格等について
⑩令和７年度燃料事業正組合員及び役職員向け利用促進
　奨励対策について
⑪令和７年度購買部連休対応について
⑫オホーツク農業協同組合長会新体制について
⑬理事に対するクミカン貸越極度額の設定に係る報告に
　ついて
⑭組合員状況報告について
　
【決議事項】
①出資減口について
②規程類の改正について
③行政庁に対する業務報告書について
④固定資産の取得について
⑤役員退職慰労金引当金の取り崩し及び退職慰労金の支
　給について
⑥理事報酬の配分について

※まちがいが６個ありましたので、そのうち
　５個当たっていれば正解といたします。
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和７年４月13日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,586人

5,471人

833戸

116,376百万円

15,101万円

5,041百万円

・だんだんと暖かくなり、日が昇るのも早くなってきましたね。冬

　の期間は寒さと外の暗さでなかなか早起きできませんでしたが、

　徐々に早起きの習慣に戻していきたいです。

・季節の変わり目で体調を崩しやすい時期です。体調、けがに気を

　つけて春作業を頑張ってください！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （加藤　拓海）

気持ちがいい季節! ピクニックのお供にも レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

アスパラとささみ
の春巻き

作り方

材料（２人分）

❶ささみは筋を取り、筋を断ち切る方向に１cm幅に切り、Ａをもみ込んでおく。
　アスパラガスは根元をピーラーでむいて半分の長さに切っておく。
❷春巻きの皮に①のアスパラガス１本分とささみをのせて巻き、水（材料外）を付けて留める。
❸油は少し低い温度から入れてじっくり揚げる。こんがり色が付いたら取り出す。すぐに切らずに余熱で少し火を通す。

アスパラガス
春巻きの皮
鶏ささみ
　　酒
Ａ　塩
　　こしょう
揚げ油

●チーズ、大葉、梅、明太子を加えて
●からしマヨネーズ、ケチャップやチリソースを付けて
●アスパラガスを千切りにしたキャベツに、ささみをエビに替えて

………………………………１束
…………………………………４枚

………………………４本（200g程度）
…………………………………大さじ１
………………………………小さじ1/2
　………………………………少々

………………………………………適量
＼ポイント／

　アスパラガスはゆでると栄養が流れ出てしまいますが、生のま
ま使うことで栄養を逃さず食べられます。

ジャガイモとクレソンのガレット

老若男女みんな大好き!

作り方

材料（２人分）

❶ジャガイモは細い千切りにしてボウルに入れ、塩を加えてよく混ぜ2、3分置いておく。クレソンは葉を3cm、軸は斜めに1cm幅に切る。
❷ジャガイモの水分が出てきたら、薄力粉、クレソン、こしょうを入れて混ぜ合わせる。
❸油を熱したフライパンに②を大きめのスプーンですくって落として薄く広げ、くっつかないように並べて3分焼く。こんがり色
　が付いたらひっくり返して裏面も同様に焼く。

ジャガイモ
塩
クレソン
薄力粉
こしょう
油

…………………………………250g
……………………………………小さじ1/2

……………………………………２本
…………………………………大さじ２
……………………………………少々

………………………………………大さじ１
＼ポイント／

　でんぷんでガレットがつながるので、切ったジャガイモは水にさらさな
いこと。クレソンは火を入れると風味が穏やかになって食べやすいです。

アスパラのうま味がぎゅっと詰まった

下ごしらえの少ない春巻きはとっても自由で楽しい!アレンジ

●クレソンをお好みの香味野菜やハーブに替えても
　おいしい。ディル、ローズマリー、パクチーなどアレンジ


